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面化したこと、その結果として Black Lives Matter（黒人の命も重要だ）と呼
ばれる抗議活動が全米で展開されたこと、刑事司法および監獄制度が少数派
にとって不利益なものであることが明るみにでたことなどにより浸透した。 






抗議色の強い楽曲およびパフォーマンスだ。Black Lives Matter に共鳴するこ
れらの楽曲は、「最も人種的な社会」を特徴づける制度的人種差別への抗議声






ル・ウィリアムスの楽曲を、オバマ政権期の人種問題及び Black Lives Matter との関連
にて論じる予定である。 
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という考え方の歴史については Ian F. Haney-López の“Is the Post in Post-Racial the Blind 
in Colorblind”が詳しい。 
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～であろうが関係ありません（It doesn’t matter whether you’re black or white or 
Hispanic or Asian or Native American or young or old or rich or poor, abled, 





















〔 134 〕 
ルな社会への理想を表現するために使うのは「たとえあなたが誰であろうも、
どんな見かけであろうとも関係ない」という意味を持つ “no matter who you 

























                                                                 
4 マックルモアが自身の白人としての特権に意識的であることは、“White Priviledge”
（2005）および “White Privilege II”（2016）といった楽曲にも表現されている。Jon 
Caramanica, Gene Dembyはそれぞれ、マックルモアの白人性を照らし出す記事をニュー
ヨークタイムズおよび NPR（National Public Radio）に執筆している。 
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〔 135 〕 
I’m beautiful in my way  
‘Cause God makes no mistakes  
I’m on the right track baby  
I was born this way  
Don’t hide yourself in regret  
Just love yourself and you’re set  
 
Whether you’re broke or evergreen, you’re black, 
white, beige, chola descent, you’re lebanese, you’re 
orient, whether life’s disabilities 
Left you outcast, bullied, or teased, rejoice and love 
yourself today, cause baby you were born this way 
No matter gay, straight, or bi, lesbian, transgendered 



























るだろう。しかしながら “Born This Way” は、万人の等価性という理想をか
かげつつも、等価性が同質性へと回収されてしまうことへの激しい抵抗をも








まず “Born This Way” をカラーブラインドという観点との結びつきにおい
〔 136 〕 
て解釈してみたい。“Born This Way” において人々の差異がもはや問題とはな
らないポストレイシャルな世界観が最も顕著に映しだされているのは MV の
冒頭場面である。この場面でレディ・ガガは「マザー・モンスターの声明








体が「偏見や批判を持たず、際限のない自由を持つ人種（a race which bears no 
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〔 137 〕 
とが簡単だと想像するかもしれません。でも、彼女は迷ったのです。
悪の存在なくして、私はこの完璧なものを守れるのだろうかと。（“The 

















題がより前面に押し出され、“Born This Way” が差異を固有のアイデンティ
ティとして引き受け可視化していくというアイデンティティ・ポリティクス
に基づく楽曲であるという印象を強めていく。たとえば楽曲のタイトルでも




ら（I’m beautiful in my way / ‘Cause God makes no mistakes）」、「ありのままの
自分を愛することは悪いことじゃないのよ / 母はそう言ったの、だって神様
はあなたを完璧に創造したのだから（There’s nothin’ wrong with lovin’ who you 
are / She said, ‘cause He made you perfect）」といった歌詞にも明らかだろう。
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き延びるために生まれたのだから（I was born to survive）」という力強い歌詞
が象徴する「生」への意志が共有されていくのである。 
まとめれば、“Born This Way” は、一方では差異が問題ではなくなるポスト





















◆マックルモア＆ライアン・ルイスの “Same Love” 
 
白人ヒップホップアーティストのマックルモア＆ライアン・ルイスは 
“Born This Way” の翌年となる 2012 年に “Same Love” を発表した。本楽曲は
元々はワシントン州の同性婚の是非を決定する住民投票に向けた「結婚平等
計画のための音楽（Music for Marriage Equality Project）」として作成されたも
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〔 141 〕 























“Same Love” には “Born This Way” と同じ特徴がある。第一に性的アイデ
ンティティを人種的アイデンティティと重ねあわせながら戦略的に本質化し
ていること、第二に「神」（宗教）の問題を扱っていることである。第一の点




〔 142 〕 
Gay is synonymous with the lesser 
It’s the same hate that’s caused wars from religion 
Gender to skin color the complexion of your pigment 
The same fight that lead people to walk-outs and 
sit-ins, 
It’s human rights for everybody 
There is no difference 
Live on! And be yourself! 
 
And I can’t change 
Even if I tried 
Even if I wanted to 


























ドが作曲し、公民権運動期である 1965 年に発表した “People Get Ready” と
いう曲からのサンプリングである。黒人霊歌に影響され、奴隷制の歴史をも
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いうんだ（The right-wing conservatives think its a decision / And you can be cured 
with some treatment and religion）」と記されている。このような保守派の見解
に対抗するために、“Same Love” もまた戦略的に本質化を行っていると考え
られる。 
“Born This Way” において「神」は「生まれついた」差異の作者とみなさ
れていたが、“Same Love” において「神」は「全ての子らを愛する」存在と
して登場する。しかし “Same Love” は同時に、聖書の内容が西洋のキリスト
教社会においては誤まって解釈され、同性愛者への抑圧を生む元凶に成り果
ててしまっていることを非難してもいる（「『神は全ての子らを愛する』とい
うことが忘れられてるみたい / 3500 年前に書かれた聖書の内容を捻じ曲げ
て解釈しているんだ」[And “God loves all his children” is somehow forgotten / 










                                                                 
5 レディ・ガガの場合と同じく、マックルモアにもアイデンティティを本質化してい
ることへの批判が向けられている。たとえば Brandon Ambrosino は当事者として、選択
により性的マイノリティとなった経緯を説明し、“Same Love”が間違ったメッセージを
送り出していると述べる。 

















いる / 法的証明書だけで / 全てが解決することはない でもはじめの一歩
としては十分」[A world so hateful, some would rather die than be who they are / 
And a certificate on paper / Isn’t gonna solve it all, but it’s a damn good place to 
start]）。 
このように、“Born This Way” と “Same Love” には共通点が多くあるが、
相違点も存在する。それは性的マイノリティの「差異」を前面に押しだすか、
あるいは「同質性」を前面に押しだすかという違いである。先述したように 





と同じではないかもしれない（I might not be the same）」と歌い、性的マイノ
リティと主流派とが「同じではない」という見解を示すが、歌詞は即座に「で
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もそんなことは重要ではない（But that’s not important）」と続く。“Born This 









































る理想郷を描いた。“Same Love” の MV に映し出される結婚式の場面におい
て、人種や性のカテゴリーを超えた多様な人々が愛の等価性という共有され
た信念を基盤として結びつけられていく様子は、オバマの演説を思い起こさ
せるものだ。オバマと “Same Love” が理想とする世界において、もはや人々
の外見やアイデンティティの差異は重要な要素とはならない。全ての差異が
等価で、平等の機会を持ち、そして等しく愛されるのだから。 










                                                                 
6 授賞式の映像は YouTube で見ることができる：“Grammy’s 2014 Macklemore & Ryan 
Lewis, Mary Lambert and Madonna – SAME LOVE” video 
posted on YouTube on January 27, 2014, https://www.youtube.com/watch?v=-q5u9kvxX6I. 
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〔 148 〕 
差別をすでに解決されたものとして提示する傾向があることについては賛否
両論があることを指摘しておきたい7。2011 年から 2014 年まではレディ・ガ
ガとマックルモアの活躍も一要因となり、「同性愛者は新たな黒人である















“It doesn’t matter~” や “no matter~” というレトリックで、人種や性別がも
はや問題とはならぬアメリカ像を描きだしたオバマ大統領もまた、2014 年以
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